
市 議 会 だ よ り 平成23年９月15日発行（9）第194号

お
願
い
し
て
質
問
を
終
わ
る
。

○
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備

の
導
入
に
つ
い
て

質
問

　
　
こ
の
度
の
大
震
災
に
よ
り
、
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
抜
本
的
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る

が
自
然
環
境
・
コ
ス
ト
面
の
課
題

も
あ
る
。

　
　
太
陽
光
発
電
に
関
し
て
は
、
20

年
6
月
議
会
で
質
問
し
た
。
内
容

は
、
今
後
改
築
予
定
の
学
校
等
公

共
施
設
へ
太
陽
光
発
電
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
で
あ
る
。
答
弁
は
、

石
下
中
・
水
海
道
西
中
建
設
に
お

い
て
導
入
を
検
討
す
る
と
の
事
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、ど
う
検
討
さ
れ
、

建
築
に
反
映
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

　
　
ま
た
、
今
回
被
災
し
た
石
下
西

中
の
基
本
・
実
施
設
計
へ
の
導
入

意
思
を
問
う
。

答
弁
（
教
育
部
長
）

　
　
石
下
中
及
び
水
海
道
西
中
に
つ

い
て
は
基
本
設
計
段
階
で
導
入
を

検
討
し
た
が
見
送
っ
た
。
理
由
と

し
て
、
学
校
施
設
に
整
備
す
る
意

義
と
効
果
に
つ
い
て
、
地
球
温
暖

化
防
止
へ
の
貢
献
、
経
済
的
効
率

性
、
環
境
教
育
へ
の
活
用
、
防
災

上
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
が
設
置

費
が
か
さ
み
、
ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
面
で
不
確
定
要
素
が
あ

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の

建
て
替
え
と
耐
震
化
を
急
ぐ
こ
と

を
優
先
し
た
結
果
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
経
済
性
だ
け
で
は
図
れ
な
い
、

発
電
の
仕
組
み
や
省
エ
ネ
・
省
資

源
の
教
育
効
果
も
あ
り
、
年
間
１

〜
３
割
の
節
電
効
果
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
石
下
西
中
建
て
替
え
で
は

十
分
検
討
し
て
い
く
。

答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　
常
総
市
役
所
地
球
温
暖
化
対
策

率
先
実
行
計
画
で
は
、
公
共
施
設

の
新
設
及
び
更
新
に
当
た
っ
て
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
型
の
施

設
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て

現
在
の
電
力
供
給
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
建
設
予
定
の
庁
舎
等
に
つ
い

て
は
、
庁
舎
等
建
設
検
討
会
議
の

中
で
慎
重
に
協
議
し
て
い
く
。

再
質
問

　
　
石
下
西
中
学
校
に
つ
い
て
今
後

検
討
と
の
事
で
あ
る
が
、
今
回
の

大
震
災
に
伴
い
、
国
あ
る
い
は
県

で
も
補
助
制
度
の
見
直
し
を
し
、

有
利
で
建
設
的
な
制
度
が
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在

建
設
中
の
石
下
中
、
あ
る
い
は
水

海
道
西
中
に
つ
い
て
も
、
追
加
工

事
と
い
う
事
も
含
め
検
討
願
い
た

い
。

再
答
弁
（
教
育
部
長
）

　
　
石
下
中
、
水
海
道
西
中
及
び
他

の
学
校
施
設
も
老
朽
化
へ
の
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
大
規

模
改
造
計
画
に
あ
わ
せ
、
太
陽
光

発
電
へ
の
国
の
補
助
制
度
を
十
分

に
活
用
し
効
果
的
な
整
備
を
検
討

す
る
。

再
答
弁
（
企
画
部
長
）

　
　
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
と
節
電
に
つ
い

て
は
重
要
と
の
認
識
は
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
費
用
対
効
果
、
節

電
効
果
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
等
を

慎
重
に
検
討
し
、
な
お
か
つ
、
石

下
中
、
水
海
道
西
中
、
石
下
西
中

の
総
事
業
費
で
、
お
お
む
ね
53
億

円
か
か
り
、
他
に
も
屋
体
工
事
、

耐
震
補
強
が
必
要
な
事
も
あ
り
、

こ
の
状
況
を
参
酌
し
な
が
ら
検
討

す
る
。

再
々
質
問

　
　
財
政
的
な
事
情
は
十
分
認
識
し

て
い
る
が
、
こ
の
あ
た
り
で
我
々

も
価
値
観
を
変
え
、
太
陽
光
発
電

な
ど
に
予
算
を
つ
け
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
。
ぜ
ひ
と
も
、
今

後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

 <

そ
の
他
の
質
問>

○
災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

○
大
地
震
等
の
災
害
発
生
時
の
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
に
つ
い
て

質
問

　
　
一
体
的
な
整
備
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
こ
の
度
の
大
震
災
で
は
「
想
定

外
」
と
い
う
言
葉
が
非
常
に
多
か

っ
た
。
以
前
、
福
島
第
一
原
発
を

視
察
し
た
が
大
変
高
い
防
波
堤
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
軽

く
乗
り
越
え
る
津
波
が
襲
っ
た
。

想
定
外
だ
。
ま
た
、
南
三
陸
町
な

災
害
後
を
考
え
る

岡
野
　
一
男 

議
員

想
定
外
を
考
え
る

中
島
　
亨
一 

議
員

ど
で
も
想
定
外
の
津
波
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
後
日
の
検
証
で
は
過

去
に
、
そ
れ
以
上
の
津
波
の
痕
跡

が
判
明
し
た
。
本
当
に
想
定
外
で

あ
っ
た
の
か
。
こ
と
、
災
害
に
関

し
て
は
想
定
外
の
想
定
が
防
災
計

画
で
は
な
い
か
。

　
　
我
々
の
生
活
は
全
て
電
気
に
頼

っ
て
い
る
。
地
震
で
停
電
す
れ
ば

断
水
。
火
災
消
火
も
ト
イ
レ
も
出

来
な
い
。
飲
み
水
も
な
い
。
で
は
、

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
ま
た
、
こ
の
地
域
で
特
に
心
配

さ
れ
る
の
は
水
害
で
あ
る
。
地
震

も
あ
る
が
、
同
時
発
生
で
は
ど
う

な
る
か
。
仮
定
の
話
で
は
な
く
実

際
に
今
回
、
小
貝
川
と
鬼
怒
川
の

堤
防
が
何
箇
所
か
損
傷
し
た
。
こ

こ
に
、
想
定
外
の
台
風
が
直
撃
し

た
ら
ど
う
な
る
か
。
想
定
外
と
片

付
け
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出
す
の

か
。
そ
れ
と
も
、
想
定
外
を
想
定

し
て
日
頃
か
ら
準
備
し
て
お
く
の

か
。
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
は
よ
く
言

っ
た
も
の
で
、
準
備
が
あ
れ
ば
あ

る
程
度
は
防
御
で
き
る
。
東
京
直

下
型
、
東
海
、
東
南
海
、
南
海
の

地
震
が
連
動
す
る
可
能
性
は
60
％

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
考
え
る
に
、

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
一
体
的
に

電
気
も
水
道
も
、
あ
る
程
度
は
公

共
的
な
施
設
、
避
難
場
所
に
つ
い

て
だ
け
で
も
、
自
己
完
結
型
の
設

備
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
い
か
が
。

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）

　
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
に
つ
い
て
、

今
回
改
め
て
重
要
性
を
認
識
し
た
。

多
数
の
公
共
施
設
が
被
災
し
、
避

難
所
指
定
の
施
設
も
使
用
不
能
と

な
っ
た
。
議
員
ご
指
摘
の
防
災
拠

点
や
避
難
所
指
定
の
公
共
施
設
に

お
い
て
、
太
陽
光
発
電
や
貯
水
施

設
を
備
え
る
べ
き
と
の
点
は
、
今

後
の
庁
舎
建
て
替
え
及
び
避
難
所

の
見
直
し
時
に
震
災
復
興
対
策
会

議
の
中
で
協
議
し
、
併
せ
て
備
蓄

品
充
実
も
検
討
し
た
い
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
13
年

策
定
の
市
水
道
事
業
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
事
業
推
進
し
て
い
る
。

耐
震
対
策
は
、
計
画
的
に
強
化
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
の
耐
震

化
事
業
補
助
を
受
け
東
部
浄
水
場

の
排
水
ポ
ン
プ
と
電
気
室
を
整
備

し
た
。
そ
の
他
に
、
緊
急
時
連
絡

管
の
布
設
を
実
施
中
で
あ
り
、
今

後
は
経
年
管
更
新
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
応
急
給
水
・
復
旧
対
策
で
は
配

水
池
へ
の
遮
断
弁
は
概
に
設
置
済

み
で
あ
り
給
水
タ
ン
ク
、
ポ
リ
タ

ン
ク
等
の
備
蓄
増
大
を
図
っ
て
い

く
。

　
　
議
員
ご
指
摘
の
施
設
や
本
管
が

被
災
し
た
場
合
、
応
急
復
旧
活
動

に
よ
り
給
水
体
制
の
確
立
に
努
め

る
。
ま
た
、
断
水
時
給
水
対
策
に

つ
い
て
も
給
水
車
や
給
水
タ
ン
ク

に
よ
る
作
業
を
行
い
、
市
民
の
飲

料
水
確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
く
。

再
質
問

　
　
災
害
時
に
対
し
、
想
定
外
を
想

定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
ん
な

こ
と
は
起
ら
な
い
、
あ
り
え
な
い


